
 

 TTT Trial for antiemetic triplet therapy AC 療法を受ける乳癌患者を対象とした悪心・嘔吐の

予防に対する 3 剤併用療法の二重盲検比較試験  

 

 TTT Newsletter 201３年8月号  
謹啓  

残暑お見舞い申し上げます。 皆様のご協力をもとに、まず順天堂医院でスタートさせ

ていただいたTTT試験注は２０１２年5月23日の1症例目の登録から早172症例（目標

の約4分の１を超えたところです）の登録を数えております。  

参加メンバー間の情報交流を目的として、TTT Newsletter（NL） No4を作成しまし

たのでお届けいたします。今後も皆さんに愛されるNLを目指しますので、ご意見やご

寄稿を編集事務局までお寄せいただければ幸いに存じます。  

敬白  

注)AC療法（アンソラサイクリン・サイクロフォスファミドを含むレジメ）を受ける乳癌患者を対象とし

た悪心・嘔吐の予防に対するaprepitant＋palonosetron＋dexamethasoneによる3剤併用療法と

aprepitant＋granisetron＋dexamethasoneによる3剤併用療法の多施設共同二重盲検試験  

 

1. 共同研究施設の状況  

 

(1) 静岡県立総合病院 ；5０症例を超える登録をいただいております。  

札幌医大附属病院 ；8月に第一例目の登録をいただきました。  

 

(2) 現在、静岡県立総合病院、順天堂大学静岡病院、同大浦安病院、同大練馬病院、三重大

学腫瘍内科、札幌医大附属病院外科、日本医大武蔵小杉病院腫瘍内科、において、TTT Study

が各施設の倫理委員会で承認されています。  

 

(3) 東邦大学大森病院、筑波メディカルセンター外科は、倫理委員会申請中です。  

 

(4) 説明会（第一回目）終了後の施設は、鳥取大学外科、島根医大外科、関東中央  

病院外科、岩手医大外科です。今後説明会に伺う予定は、名古屋医療センター  

外科です。 

 

 (5) 順天堂大学本院では、臨床研究センターで毎週火曜日１１時からの定例会議を継続し

ています。5月からHome Pageを開設しています。  



 

(6)付随研究ACHIEVE試験が始まりました。（ＰＩ；順天堂大学本院の魚森医師）他施設

でもTTT Studyの付随研究を立ち上げることを歓迎しております。  

 

(7)進捗状況 8月21日現在172例の登録がある状況です。  

 

 

 

 

2.最近の制吐剤に関する論文 

  

1)M Tanioka and et.al. A randomized, placebo-controlled, double-blind study 

of aprepitant in nondrinking women younger than 70 years receiving 

moderately emetogenic chemotherapy. BJC (2013)109,859-865 

 

2)Brian Choi and et.al. Multicenter phaseIV study of palonosetron in the 

prevention of CINV in patients with non-Hodgkin lymphomas undergoing 

repeated cycles of moderately emetogenic chemotherapy. Leukemia & 

Lymphoma,2013 early online..  

  

3. おわりに  
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このstudy groupは、世界に発信できるエビデンスを築き、次世代のガイドラインに貢献

する臨床試験を実施します。そのために、高品質の臨床試験の追及のみならず、付随研究

で基礎分野にも挑み、参加した研究者がそれぞれ自身の研究課題に取り組めるよう、互い

に力を貸し合う関係を目指します。  

質問、提案など、遠慮なく下記までお寄せください。  

薬剤部・医事課・乳腺科医師それぞれに質問窓口を設けております。臨床試験全般に関す

るお問い合わせは、順天堂大学臨床研究センター事務局が対応させていただいております。  

試験開始から約一年が経過し、参加施設が二けたになりました。次の一年で、目標の660

例が達成できますよう、皆様のご協力をよろしくお願いいたします。達成の暁には、貢献

度の高い参加スタッフの方々には全員（医師以外のスタッフも含めて）が、何らかの発表

に参加できる体制を検討しています。 

  

末筆ながら、皆様の益々のご活躍とご健勝をお祈り申し上げております。  

 

TTT研究組織：  

順天堂大学医学部附属順天堂医院 乳腺科  

齊藤光江･倉田 麻美 三浦佳代、魚森俊喬 

mitsue@juntendo.ac.jp  

mkurata@juntendo.ac.jp  

臨床研究センター  

北川博史･松岡淨  

hkitaga@juntendo.ac.jp  

kmatuoka@juntendo.ac.jp  

編集事務局連絡先（臨床研究センター）：  

Tel 03-5844-6031  

Fax 03-3868-2805 

Mail juntencrc@juntendo.ac.jp 


